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福祉と介護の話



栗山町
ふくしの
まちづくり×

栗山町は…

具体例
・公立の「介護福祉士養成の学校」
・全国に先駆けた「ケアラー支援条例」
・小中学校での福祉の土曜授業等



「ふくし」とは何か…

生活の中で
悩みがある人や困っている人を助ける

高齢者
障害の
ある人

子ども



福祉とは

ふ つ う に

く ら す

し あ わ せ



日本は少子高齢社会

少子高齢社会（しょうしこうれいしゃかい）とは、

社会全体で、「少子化」と「高齢化」が同時に進行すること

少子化～子どもの数か少なく、全人口に占める割合が少ない

高齢化～高齢者の数が多く、全人口に占める割合が多い

少子化 高齢化＋ ＝
少子

高齢社会



65歳以上人口の比率が
7％を超えた状態 → 高齢化社会
14％を超えた状態 → 高齢社会
21％を超えた状態 → 超高齢社会

人口構造を三つに区分した場合
0～14歳の人口 → 年少人口
15～64歳の人口 → 生産年齢人口
65歳以上の人口 → 老年人口



資料︓国⽴社会保障・⼈⼝問題研究所「⼈⼝統計資料集」（1846年までは⻤頭宏「⼈⼝から読む⽇本の歴史」、1847〜1870年は森⽥優三
「⼈⼝増加の分析」、1872〜2005年は内閣統計局「明治五年以降我国の⼈⼝」、総務省統計局「国勢調査」「推計⼈⼝」）

50年後、日本の人口は、現在の1.2億
人が、今後50年で8,000万人になり、
4,000万人減ると推計されている。

日本の人口の歴史的推移



栗山町の人口と年齢構成の推移
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老年人口が生産年
齢人口を上回る

年 次

人

口

老年人口
生産年齢人口

年少人口

介護保険
2000年
14,847人

2020年
11,424人

24.54%

62.51%

12.87%

41.05%

49.32%

9.62%

2035年
8,531人

46.64%

45.42%

7.93%

2045年
6,687人

資料：国立社会保障人口問題研究所人口統計資料集、国勢調査、栗山町人口ビジョンを参考に作成



社会の変化

新型コロナウイルスや環境の問題

人間の生活は時代とともに変化している

世の中は想像以上の速さで変化している

医療・福祉・介護の業界も大きく変化している

地域の状況も今後、大きく変化してゆく

知らない情報はたくさんある

自分の将来のために、時間とお金と労力を「如何に」使うか



日本人の平均寿命

2017年の
平均寿命

男性 80.98歳
女性 87.14歳

1960年の
平均寿命

男性 65.32歳
女性 70.19歳

人生100年時代を迎えている



年をとるってどういうこと？



ものが
見えにくくなる

音が
聞き取りにくくなる

つまづきやすくなる

固いものが
食べにくい

筋肉が
低下する

加齢に伴い変わる体の働き



医療職（医師・看護師等）の仕事は？

病気やケガを治して人
の命を救う仕事

治らない時は、ど
うするの？



かいごの仕事

お風呂

レクリエー
ション

食事

移動トイレ

着がえ

相談

歯みがき



福祉や介護の仕事は？

今ある力を使いながら、
楽しく生きることを支える

仕事！



誰にでも、
夢や希望はある

人に愛されること

人にほめられること

人から必要とされること

人の役にたつこと



福祉とかいご
の仕事

お風呂

レクリエーション

食事

移動
トイレ

着がえ

相談

歯みがき



福祉や介護の仕事は、

「人がどのように『生ききる』か」をテーマにしている

そのためには、

一人一人の感性と知識や技術が必要

共に生きる社会

誰もが持つ福祉や介護の知識は、

を考えていくために必要



栗山高等学校「くりやま塾」

【 知って得するからだの動き 】

令和４年１２月２１⽇（水）

栗山町⽴ 北海道介護福祉学校 藤 ⽥ 秀 剛



私たちの生活動作

活動や休息を含め、生活の目的
に応じて、無意識に行動している
（動いている）。同一姿勢や、か
らだの「ねじれ」や「負担」を軽
減するための動作も行っている。



本⽇の体験内容

１．椅子に座った姿勢

２．椅子からの⽴ち上がり

３．⽴ったときの姿勢

４．介護が必要なとき



実際にやってみましょう

皆さん、普段の生活ではどのよ
うな「座り方」や「⽴ち方」を
していますか？



指一本で⽴ち上がれない！？



注意

椅子に深く座って行って下さい。

お互いに力を入れ過ぎないよう
にして下さい。

（額で指を強く押さないようにし
ましょう）



指一本で⽴ち上がれない！？

なぜ、⽴ち上がることができな
かったのでしょうか？

グループ内で理由を話し合って
下さい。



猫背 反り腰

仙骨座り 踵上げ



椅子の座り方の基本姿勢

１．座面に深く腰掛ける

２．両脚は肩幅程度に開く

３．両足底を床につけている

４．顎を引いて、背筋を伸ばす



椅子からの⽴ち上がり方

１．臀部を前に出す

２．脚を引く

３．前傾する※頭が膝を越える

４．臀部を浮かし⽴つ

５．膝を伸ばし、上体を起こす



椅子への座り方

１．座面に近づく

２．上半身を前傾する

３．股関節・膝・足首を曲げる

４．ゆっくり腰を下ろす

５．深く座り直す



からだに負担をかけない⽴ち方

１．背中と首に力をかけない

（緩やかなS字になる）

２．顎を引き、視線は前へ

３．膝は真っすぐ伸ばす

４．両脚をやや肩幅に開き、つま先を

前方に向ける



こんなときどうする？

① 姿勢が崩れて、座り直すとき

② テーブルを使って⽴ち上がる

 とき、座るとき

③ 介護が必要な高齢者を支える

とき（介護福祉学生実演）



体験のまとめ

からだ全体の骨格や関節、筋肉、神経
等の動きを意識することで、ある一定部
位に長時間の同一的負荷をかけずに、か
らだを守ります。

正しい動きは、普段の生活や運動にお
ける動作に役立ち、「介護」そのものの
考え方や方法にも用いられています。



10分間休憩



福祉と介護のみらい



日本の介護には、
ICT化が欠かせない！







一方で、
世の中が変化しても、
変わらないものがある

興味・関心を持たなければ、
よくわからないこともある

生活は時代・社会的要素とともに変化する



体験・経験

興味・関心

知識・技術

自分の
他者のために提供

やりがい
給料
経験

結果として

今後、社会がどのように変化してゆくのかを視野に入れて

学ぶ、仕事をする、資格に挑戦するとは…



赤ちゃんや、子ども、大人、高齢者、
障がい者など、みんなが幸せに生きて
いくことができるようにと、知識を多く
の人に活用することは

自分の幸せ 他者の幸せ

自分や他者の暮らしを通して社会に貢献する

福祉や介護の知識は、



福祉・介護の世界も進化・深化する

世の中が変化しても、
変わらないものがある

人の生活は時代・社会背景とともに変化

興味・関心を持たなければ、
よくわからない

福祉は様々な考え方・分野と関連



栗山高等学校のみなさんへ

①自分の目と耳で確かめる

②実際に体験したり、納得できるまで調べてみる

③様々な情報から考えてみる

④詳しい人に教えてもらう

④自分の将来の役割を考えて進路を考えてみる

「誰もが幸せに暮らせる」ための、

「自分の役割」を考えてみよう。


